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日本がブルネイや中東のようなエネルギー資
源国に変身できれば、国の産業構造自体を大き
く変革し、平成生まれの若者たちに夢を与えら
れるチャンスです。それも次世代燃料が四国沖
に大量に埋蔵されていると聞けば、捨て置くわ
けにはいきません。
高知一県だけでは手が届かないであろうメタ
ンハイドレート産業の誘致も、産業集積に富ん
だ愛媛・香川・徳島の三県と一丸となって四国
州レベルで取り組めば、大いに可能性を秘めた
プロジェクトであろうと感じます。
メタンハイドレートの可能性と開発進捗につ
いて素人勉強の範囲で恐縮ですが、ご紹介をさ
せて頂きます。

メタンハイドレートとは
メタンガスが水分子とともにシャーベット状
に凍ったものです。
土佐湾沖の海底、南海トラフと呼ばれる海域
に広く分布していると考えられ、日本周辺海域
のメタンハイドレートに含まれるメタンガスの
総量は推定７．４兆立米で、日本の天然ガス消費
量のなんと約１００年分との試算もあるそうです。
実に夢のあるお話です。

開発状況
わが国は今から８年前の２００１年に商業的産出
の技術整備を目的とした開発計画を策定。凍っ
たメタンをガス化して海底から経済的に自噴さ
せる技術開発を進めています。各国が技術開発

競争をする中、２００７年には地中から連続して産
出する実験に、世界で初めて成功したとの報道
です。
モデル調査された東部南海トラフ海域だけで

１．１兆立米（日本の天然ガス消費量の約１３年分）
の埋蔵総量が確認されており、石油天然ガス・
金属鉱物資源機構（JOGMEC）が２０１８年の商業
化を目指して研究に邁進しているとの情報です。

メタンハイドレート産業の誘致活動について
は、現時点では和歌山県が先行しています。地
元選出の議員さん方が先見の明をもって熱心に
活動されていることをはじめ、やはり需要地に
近いという優位性もあるでしょう。
一方で四国の優位性は、高知龍馬空港の隣に
ある海洋研究開発機構と高知大学海洋コア総合
研究センターが共同運営する「高知コアセンタ
ー」です。同センターは多国間国際協力プロジ
ェクトである統合国際深海掘削計画（IODP）に
おける世界３大拠点の一つで、７０００mの海底
からコアを掘削できる「地球深部科学探査船ち
きゅう号」が採取したサンプルコアが持ち込ま
れ保管・研究される、世界トップクラスの研究
者が集う研究施設です。
「研究は高知で、そしてメタンハイドレート
基地は瀬戸内圏・関西圏の需要地に近く、地元
の産業集積もしっかりとした愛媛・香川・徳島
で」。今から四県一丸となった取り組みができ
れば、道州制スタート時の四国州の強力な地域
産業に育てられるのではないでしょうか。

四国沖に埋蔵される次世代燃料
燃える氷 メタンハイドレート

四国経済連合会常任理事
（入交グループ本社�代表取締役副社長） 入交 章二

いつもの散歩道にイヌフグリの花が咲きはじめ、つくしも

顔を出し、そこここで春を実感できるようになりました。

また、３月１６日の高知を皮切りに、四国各地から桜の開花

の便りも届きました。この会報がお手元に届く頃には満開と

なっていることでしょう。

さて、今月号では、２月に徳島市で開催しました、日本経

済団体連合会との四国地域経済懇談会の模様を掲載しており

ます。御手洗会長はじめ経団連の幹部の方々をお迎えし、

「国・地域の総力を挙げ、未曾有の危機を乗り越える」をテ

ーマに、活発な意見交換が行われました。

また、東京で開催しました、全国で活躍されている四国出

身の経営者の方々との情報交流会の様子も掲載しております。

四国の活性化について、ご出席の皆様から貴重なご意見、ご

提案をいただきました。

是非ご一読くださいますよう、お願い申し上げます。

この度、事務局の一部に異動がありました。

事務局次長兼総務部長の山下雅生氏と調査部調査役の植木
ただし

徹也氏が出向元に帰り、新たに、事務局次長に宮武 禎氏が、

総務部長兼調査部部長として熊澤毅彦氏が、調査部調査役に

植松秀光氏が着任しました。よろしくお願いします。

（わたなべ）

イロ スミ
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